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質
疑
欄

（
四
）
陰
暦
は
今
で
も
襲
用
ぜ
る
土
地
あ
る
が
、
實
際

　
何
か
陽
暦
に
勝
る
特
長
あ
り
ゃ
（
F
生
）

【
答
M
多
く
の
天
文
書
に
は
、
れ
野
陰
暦
（
太
陰
陽
暦
）

　
の
鋏
鮎
ば
か
り
指
摘
・
し
て
居
る
か
ら
、
こ
》
で
は

　
御
質
問
に
從
っ
て
特
長
な
あ
げ
て
見
や
う
。

　
普
逓
の
陰
暦
は
陰
陽
混
合
暦
で
あ
み
が
勿
論
太
陽

　
暦
ほ
こ
に
う
ま
く
は
季
節
に
合
は
な
い
が
，
此
暦

　
の
日
附
ε
月
の
幾
十
の
次
第
ミ
が
殆
ご
合
ふ
て
居

　
る
の
が
昔
の
人
に
は
便
利
で
あ
っ
れ
の
か
も
知
れ
’

な
い
。
今
、
此
段
陰
陽
暦
奄
一
面
か
ら
見
葦
三

　
れ
は
最
も
天
丈
學
的
の
暦
法
で
あ
ろ
．
、
其
一
年
の

　
長
さ
が
大
小
あ
る
の
は
銃
驕
だ
が
其
一
月
の
軍
均

　
は
朔
望
月
に
等
し
く
一
月
は
大
髄
朔
に
關
連
・
し
て

　
始
終
し
て
居
る
。
此
暦
法
の
特
長
は
「
凡
て
の
始

　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
り
が
大
日
に
断
て
、
天
丈
學
的
定
義
な
有
・
し
て
居

　
ろ
」
に
あ
ろ
。
他
の
現
行
暦
法
の
中
に
は
始
が
任

　
意
的
の
も
の
が
あ
る
。
故
に
考
へ
方
に
よ
っ
て
は

　
こ
れ
は
科
學
的
の
暦
法
で
あ
る
。
但
、
人
生
に
便
、

　
不
便
は
別
問
題
で
あ
ろ
σ
又
現
今
襲
用
・
し
て
居
る

　
の
は
何
か
の
特
長
な
認
め
て
使
っ
て
居
ろ
の
で
は

　
な
く
畢
に
蕉
來
の
習
慣
で
ぜ
う
。
（
K
）

（
五
）
恒
星
の
距
離
を
計
る
に
は
地
球
太
陽
間
の
距
離

　
な
基
線
之
す
。
然
ろ
に
測
定
中
に
太
陽
に
一
秒
二

　
〇
粁
の
遽
度
に
て
移
動
す
。
そ
れ
は
測
量
上
障
害

　
ε
は
な
ら
す
や
。
（
R
s
生
）

【
答
】
我
太
陽
系
全
鐙
の
重
心
に
、
外
界
の
影
響
が
無

　
く
て
相
互
引
力
の
み
が
働
い
て
居
ろ
時
は
、
空
間

　
に
於
て
直
線
等
速
運
動
た
す
ろ
こ
ε
は
、
ニ
ュ
ー

　
ト
ン
力
芝
の
蓮
動
方
程
式
の
積
分
に
よ
っ
て
知
ら

　
れ
て
居
ま
す
。
（
重
心
の
静
止
は
、
等
速
度
が
零
、

　
癒
ろ
巡
合
）
。
太
陽
の
み
の
蓮
動
で
な
ζ
て
皆
が

　
ヘ
ル
ク
レ
ス
星
座
へ
向
っ
て
毎
秒
二
十
キ
協
メ
ー

　
レ
〃
の
速
さ
で
直
進
し
て
居
ろ
の
で
す
か
ら
重
心

　
が
静
止
し
て
居
る
の
電
内
部
の
累
世
は
別
に
攣
つ

　
れ
と
ε
も
な
く
て
、
地
球
ミ
太
陽
ご
唯
二
つ
だ
げ

　
考
ふ
れ
ば
地
球
は
太
陽
な
焦
瀦
達
し
れ
楕
圓
軌
道

　
潜
考
く
こ
ご
に
な
り
ま
す
（
急
き
つ
」
共
に
（
ル

　
グ
ソ
ス
星
座
へ
職
進
「
付
）
。
從
っ
て
楠
燗
球
ご
太
陽
…
寸
」

　
の
卒
均
距
離
は
影
響
な
し
ざ
し
て
差
支
あ
り
ま
ぜ

　
ん
。
太
陽
系
全
艦
の
進
行
が
何
か
術
＝
曾
大
き
な

　
太
陽
（
O
①
口
留
曽
二
砂
β
】
P
）
の
支
配
の
れ
め
だ
ミ
考
へ

　
る
ご
自
分
等
自
ら
の
直
線
等
速
響
動
の
考
ミ
は
叉

　
別
の
こ
ミ
に
な
り
ま
す
。
し
か
む
そ
れ
等
は
長
い

　
年
月
輕
過
ぜ
嫁
け
れ
ば
、
ε
て
．
も
尊
び
が
分
ら
な

　
い
で
ゼ
う
。
測
定
上
差
支
へ
に
な
り
ま
ぜ
ん
。
（
K
）

一
戸
直
隠
博
士
逝
く

　
一
天
丈
學
者
一
戸
博
士
逝
く
。
博
士
は
明
治
十
一

年
本
州
の
北
端
青
森
縣
に
生
れ
小
越
中
學
時
代
幾
多

の
辛
酸
な
営
め
，
二
似
た
経
て
明
治
三
＋
六
年
東
大

天
丈
調
度
潜
卒
業
後
、
天
骨
塁
の
助
手
ミ
熟
ら
れ
、

三
十
八
年
私
費
な
以
て
世
界
第
一
の
屈
折
望
遠
鏡
な

有
す
ろ
米
酒
エ
ル
ク
ス
（
団
Φ
爵
需
）
天
目
毫
に
留
學

　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
ー
ナ
ー
ド

す
ろ
事
二
年
、
有
名
な
田
導
母
臼
武
の
知
遇
か
受

け
、
王
朝
後
東
大
講
師
に
任
ゼ
ら
れ
四
＋
四
年
博
士

號
申
受
け
ら
れ
れ
。
博
士
論
丈
は
重
に
攣
光
星
の
研

究
で
．
叉
在
職
中
新
高
山
の
探
瞼
、
日
本
天
丈
學
會

創
立
等
に
霊
力
冠
ら
れ
、
同
年
故
な
以
っ
て
天
文
牽

た
去
り
、
雑
誌
「
現
代
之
科
學
」
か
三
曹
・
し
て
今
日

に
至
っ
た
。

　
博
士
一
生
の
希
望
は
日
本
に
於
て
私
立
の
完
備
し

れ
天
丈
毫
な
雄
設
・
し
大
に
從
重
三
魔
振
は
な
か
つ
れ

本
邦
の
斯
學
界
か
振
興
ぜ
・
し
め
う
に
あ
っ
れ
。
然
る

に
不
幸
二
監
の
犯
す
所
ご
な
り
、
凶
†
三
歳
か
一
期

ぜ
㌻
し
て
濫
焉
逝
く
．
晃
に
本
邦
天
文
學
界
の
一
大
損

失
で
あ
ろ
。
博
士
研
究
の
徐
暇
著
課
の
業
に
從
は
れ

高
等
天
丈
學
以
下
好
漁
頗
ろ
多
く
讃
書
界
に
稗
盆
な

與
へ
る
事
莫
大
で
あ
っ
六
が
今
や
筆
執
っ
て
親
・
し
く

後
進
葎
誘
液
す
ろ
此
の
指
導
者
亡
・
し
。
悼
ま
・
し
い

哉
。
（
古
川
）


